
 
  
  
 
      
 

 
 
 
 
 

新潟 RC 3 月第 2 例会 (2009.3.10) №2791 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 柴田 史郎会長挨拶 

前川委員長をはじめ、プログラム委員会の皆

様のご尽力により、いつも例会での卓話を楽し

ませて頂いております。あらためて感謝いたし

ます。卓話の内容の受け止め方は、聞く側の一

人一人で当然異なります。また、卓話から何を

聞き取るかもそれぞれ違ってくるかと思われ

ます。 
７－８年も前の話ですが、ある卓話の中で、

皮肉たっぷりに「ロータリーとはエリート達の

昼食会にすぎない。年寄りの道楽だろう。」と

いう意味の話が有りました。その当時はそうい

う見方をしている人も居るのだなと思っただ

けでした。現在の私の考えでは、そういった見

方は間違いであり、群馬のＰＧであった前原さ

んという方も仰っているように「ロータリーと

は、普通の意味でのエリーの集団なのではなく

て、本当の意味でのエリートを育てようとして

いるクラブである」のだと思っています。 
では、本当の意味でのエリートとはどういう

ものか。 
面白い事に、道楽やエリートといった言葉は、

普段私達が日常使っている普通の意味とはか

なり違った意味を持っていることを知りまし

た。たとえば、エリートと言う言葉は、ラテン

語で「神に選ばれし者」の意味であり「自らの

利害、得失と関係なく他人や物事に尽くす人」

を指しているのだそうです。ですから、語源的

にみると私どもがこの言葉を聞いたときに抱

くイメージとはかなりかけ離れた言葉だとい

えそうです。 
ロータリーでも、単に高学歴、高収入、優れ

た能力、社会的地位が高いといったことだけの

普通の意味でのエリートに対しては、エリート

とは言わないのです。ロータリーの綱領やモッ

トーを自らのものにするよう努力をし「自らの

利害、得失に関係なく他人や物事につくす」こ

との出来る人の事を、本当の意味でのエリート

と称し、ロータリアンはそのようなエリートと

なれるよう務めているということかと思いま

す。 

 

(3) 半期会計監査報告 

・ 山田 隆一幹事より上半期会計は予算に従い、順

調に推移している報告があった。 

・小柳 実会計監査より伴 昭彦会計監査と共に特

別会計、経常費会計を監査し相違ない旨の報告が

あった。 

(4) 卓話 「にいがた酒の陣2009 よもやま話」 

緑川酒造㈱ 代表取締役社長 大 平 俊 治 氏 

 

３月１７日の例会予定 

卓話「新潟における広域連携の取り組みについて」 

上信越トライネット推進協議会会長代行  

長 谷 川 克 弥 氏 
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